
 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクールとしての１年 
校長 熊木 崇                

今年度も学年末を迎えました。子供たちは、

進学・進級に向けて、希望や期待が高まって

いることと思います。新しい学年への意欲に

つながるような声かけをお願いします。 

 

さて、お台場学園は今年度からコミュニテ

ィ・スクールとして、学校運営協議会が組織さ

れました。学校運営協議会の主な特徴は以

下の３点です。 

 

１．学校運営の基本的方針を承認する。 

保護者や地域住民等の意向を当該方針

に反映させることで、地域住民等が校長とと

もに学校運営に責任を負っているという自覚

と意識が高まるとともに、学校運営の最終責

任者である校長を支え、学校を応援すること

ができます。 

 

２．学校運営について意見を述べる。 

委員からは、子供たちの教育や学校運営

の当事者としての意見が得られ、学校だけで

は気づくことができなかった学校の魅力や課

題を共有することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．教職員の任用に関して意見を述べる。 

学校運営協議会は、学校の課題解決や教

育活動の充実のために校内体制の整備充

実を図る観点から、教職員の採用その他の

任用に関する事項について、任命権者に対し

て意見を述べることができます。（※意見の

範囲有り） 

 

毎回の会議において貴重なご意見をいた

だき、教育活動の充実につなげています。 

 

また、教育活動のねらいと学校支援ボラン

ティアの思いや考えをつなぐ役割として「地

域コーディネーター（永山さん、間瀬さん、森

島さん）」の活動も始まっています。 

今年度は、サマーワークショップの運営に

ご尽力いただき、子供たちが多くのプログラ

ムに参加できるように改善されました。その他

にも英語検定の試験監督業務等もお手伝い

いただきました。 

 

お台場地域の学校として、地域とともにあ

る学校づくりを進めるために、今後とも地域

の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

令和元年度も、学校教育にご理解とご協

力をいただきありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和２年 ３月号 
港区立小中一貫教育校 

お台場学園 
〒135-0091 
港区台場 1-1-5 

小学校 03-5500-2572 
中学校 03-5500-2575 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お台場学園における 児童・生徒の生活状況について 

   

インフルエンザも落ち着き、児童・生徒は元気いっぱいに学校生活を送っていますが、早いもので今年度 

  も最後の月となりました。4 月から児童・生徒の健やかな学校生活の充実をめざし、本校の教職員は一丸と

なっていじめをはじめとする様々な悩みや問題の解決に向けて取り組んできました。保護者の皆様の情報提

供や御家庭でのお子様へのサポート等、たくさんの協力があり、おかげさまで児童生徒からあがった悩みや

問題はおおむね解消することができました。引き続き指導していかなければならない案件はありますが、解消

に向けて今後も教職員一丸となって指導していきます。 

                                                   生活指導主任 （小）植木絵美 （中）青山麻希 

  

 

 

 



委員会活動の紹介：生徒会・代表委員会 
 

中学校生徒会本部役員は、全生徒の代表であるという自覚のもと活動しています。本部会では学校生活をよりよくし、皆

が笑顔になるためにできることを考えています。最近は、９年生へ贈る卒業記念品の案を出したり、制服の着こなしについ

て、先生に頼らず自分達で気をつけるための「身だしなみチェックシート」を実施したりしました。その他にも子どもサミット

への参加や、アスリートとの交流など、お台場学園の代表として頑張っています。          （生徒会担当 大熊 香奈） 

小学校代表委員は６年生が１年を通して、４・５年生は半年ずつ交代して活動しています。                        

中学校の生徒会とも協力しながら学園行事のスローガン募集やあいさつ運動等、学園全体に働きかけ、児童・生徒全員

がより良い学園生活を送ることができるよう様々な場面で活躍してきました。どの児童も「学級代表」としての責任をもって

委員会に参加し、話し合いを進めたり、仕事に取り組んだりしています。   （代表委員会担当 鳴井 史絵・内藤 真由子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３月の主な行事予定】 
※新型コロナウイルス感染症に関する対応のため、3月の行事予定に変更

があります。詳しくは後日お知らせいたします。 
 

１９日（木）卒業式（中）、給食終 

２４日（火）卒業式（小） 

２５日（水）修了式 

 

【スクールカウンセラー 相談曜日】 

○青木 理惠子 火曜日（小学校） 

○奥野 典子   金曜日（小・中学校） 

○廣瀬 信慶   火曜日（中学校） 

●小学校  03-5500-2572 

●中学校 03-5500-2575 

 

  

 
 

た 高め合える仲間 
び 美声響く、歌の力 
だ 団結、全員が進路を決めるまで 
ち 力をつけて台場を旅立つ 

 9年生はこの学年目標を達成できるよう、ここまで頑張ってきました。この学年は 

個性豊かな仲間が集まっており、お互いの個性を尊重しながら力を高め合ってきました。 

中学では唯一混声合唱ができる人数の学年として、合唱では学校全体を引っ張って歌ってきました。その成果が、学芸

発表会であり、港区中学校音楽交歓会での発表でした。卒業式でも、感動的な合唱を披露できると思います。 

進路についても、ご家庭と学校の協力をもとに、適切に選択できたと思います。 

台場を旅立ち、台場でつけた力を上級学校でさらに伸ばしていけることを願っています。 （９年学年主任：岸田興治）                                                             

 

 

６年生の教室には、それぞれ卒業までのカウントダウンカレンダーが飾られています。１人１枚書いたもので、毎日１枚ず

つ確認しています。日に日に少なくなるカレンダーにさみしさを感じつつも、そんな気持ちにしんみりと浸る間もなく、毎日忙

しく学習や行事に取り組んでいます。3学期に入り、全員が卒業へ向けて実行委員を立ち上げ、役割を分担し活動を続けて

います。 

◎卒 業 ア ル バ ム：卒業アルバムに載せる写真を、膨大な写真の中から選びました。 

レイアウトや写真の選定にも責任をもって行いました。                       

◎卒 業 文 集：文集のクラスページの企画・編集や、先生方からの言葉のページの編集を行いました。 

思い出を形にするために、アンケートを実施したり構成を工夫したりしていました。 

◎卒業を祝う会・六年生を送る会：卒業を祝う会や六年生を送る会の準備を進めています。 

６年間を振り返りながら、感謝の気持ちを伝えられるよう、企画を練っています。 

◎卒 業 プロジェク ト：6年間お世話になった港陽小学校のために感謝の活動を計画しています。また他学年と交流

について何ができるかを思案中です。また、学年での最後の行事も企画しています。 

卒業までの時間は限られています。その限りある時間を有効に使えるように、学年目標の『全力』の姿勢を最後まで大切

にしていきます。そして、4月からの新たなスタートに向けて、しっかりと力をつけていきたいと考えています。 

 （６学年担任 ： 森田 夕紀 ・ 森島 康） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 


